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三重県立鈴鹿青少年センター利用に向けたガイドライン 

 

三重県立鈴鹿青少年センター 

 

 新型コロナウィルス感染症拡大防止に向けて、適切な感染防止対策の徹底を図る

ため、三重県立鈴鹿青少年センター利用に向けたガイドラインを次のように設定す

る。 

 

１、適切な感染防止対策の徹底 

（１）感染防止対策の周知について 

  〇施設の入口及び施設内に感染防止への協力を求めた掲示をする。 

〇ホームページに感染防止への協力を求める文書を掲載する。 

（２）利用者のうち体調不良の者については、入場及び利用を許可しない。 

〇利用予約時に利用当日の検温と利用数日前からの体調管理の徹底を伝える。 

〇利用当日には、事務所受付で施設職員から団体責任者に対し口頭で参加者の

体調確認・検温確認を行うとともに、未検温者には利用前に検温を実施する

よう依頼する。 

  〇口頭による利用者への体調確認・検温確認後に異常がなければ、異常なしの

確認表に代表者のサインをもらうとともに、予約掲示板に確認済みのチェッ

クを入れる。 

  〇状況（県内近隣で感染者が発生した場合など）により、来館時に参加者全員

の連絡先・健康状態（検温確認）を記した名簿の提出をお願いすることがあ

る。 

（３）体調不良者がいた場合の対応について 

  〇体調不良者は利用を中止いただく。状況に応じて名前・連絡先等の提出をお

願いすることもある。 

（４）感染防止対策の具体的運用について 

 〇事前対策（ホームページでの周知） 

  ・感染拡大している国への渡航歴が 14 日以内である方への来館自粛要請 

  ・発熱や咳等の風邪症状がみられる方への来館自粛要請 

  ・高齢の方や基礎疾患をお持ちの方で、感染リスクを心配される方への来館

自粛要請 

  ・大声での発声、歌唱の自粛要請 



  ・参加人数制限（６月１８日まで１００名以下、６月１９日以降は２５０人

以下） ただし、学校の集団宿泊学習等は除く。 

  ・来館者の滞在時間の短縮の要請 

  ・来館者へのマスク持参の要請 

 〇予約時の対策 

  ・上記事前対策の自粛要請の周知徹底を再度行う。 

・クラスター発生や三つの「密」の恐れが考えられる場合は、県主催のイベ 

ント開催基準に準拠して利用許可を検討する。 

  ・営業時間は、施設の利用時間内とする。 

  ・利用人数については、６月１８日まで１００名以下とし、６月１９日以降

は２５０名以下とする。ただし、学校の集団宿泊学習等は除く。 

  ・団体責任者には、利用者全員の名前・連絡先の把握をお願いする。 

  ・研修室について、密集が懸念される場合は原則利用禁止とする。なお、三

つの「密」の防止対策が徹底できる場合は、利用時間の短縮・利用人数の

制限を条件に利用を許可する。 

  〇来館時の対策 

  ・利用当日の受付時、代表者の方に利用者全員の体調確認と検温を済ませ異

常がないことを確認する。未検温の人がいれば事務所にて検温を行う。 

・代表者の方に利用者全員の当日の体調確認と検温の結果を把握し、異常なし

の旨を確認表（事務室）に記入してもらう。 

・利用者が 37.5 度以上の発熱がある場合、平熱比＋１度以上の発熱がある場合、

息苦しさ・強いだるさがある場合など体調が優れない時は、利用を控えても

らう。 

・ご利用の際にはマスクを着用し、他者との間隔を確保することを徹底しても

らう。 

   ・研修室では、定期的な換気をしてもらう。 

   ・新型コロナウイルスの感染状況により、来館時に利用者全員の連絡先、健康

状態（検温結果）を記した名簿の提出を依頼することがある。 

  ・研修室の利用人数は、定員の半分とし、次のことを徹底する。 

①マスクの着用を徹底する。 

②人と人の間隔を 2m 以上確保する。・ 

   ・宿泊室の利用人数は定員の半分を原則とする。（ex 8 人部屋なら 4 人で使用） 

    また宿泊時には朝・就寝前の状況を報告いただくなど、健康状態を確認する。 

   ・浴室の利用人数は定員の半分を原則とし、利用時間を細かく区切ることとす



る。 

  ・食堂の利用は対面方式を避け、人数は定員の半分を原則とする。食堂スタ

ッフはマスク着用を徹底するとともに、配膳方式で食事提供を行う。 

（５）換気や消毒の場所、方法、タイミングについて 

  〇研修室の利用にあたっては、利用者に定期的な換気（1 時間毎）を依頼す

る。 

  〇研修室の利用後には、机、椅子、ドアノブ、手すり、スイッチなどの消毒

を行う。 

  〇施設の入口、トイレ、使用する研修室の入口に手指消毒用アルコールを設

置し手指消毒を推奨する。 

  〇食堂の利用にあたっては、入口に手指消毒用アルコールを設置するととも

に、定期的な換気と客の入れ替え時の適切な消毒を行う。 

（６）利用許可する団体について 

  〇６月１８日までは「人数１００名以下」・「５月２５日の緊急事態宣言解除

前の特定警戒都道府県(北海道、千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県)からの

利用者が見込まれない」・「三密の発生が想定されない」の条件を満たす団

体について、6 月１９日以降は「人数２５０名以下」・「三密の発生が想定さ

れない」の条件を満たす団体について、徹底した感染防止対策を条件に利

用許可する。 

（７）施設職員の感染防止対応・対策について 

  〇マスクを着用し、手指消毒を遂行する。 

  〇管理事務所の換気（窓や出入口の開放）を行う。 

  〇定期的にドアノブ、手すり、スイッチ等を消毒する。 

  〇職員は出勤前に必ず検温を実施し、37.5 度以上の発熱がある場合、平熱比

＋１度以上の発熱がある場合、息苦しさ・強いだるさがある場合など体調

が優れない時は、出勤を見合わせるとともに、必要に応じて医療機関を受

診する。 

  〇管理事務所受付口、来館者との相談机及び職員間の机の上に透明の防護用

仕切りを設置する。 

 （８）「新型コロナウィルス接触確認アプリ（COCOA）」の活用について 

   〇スマートフォンを活用した「新型コロナウィルス接触確認アプリ

（COCOA）」は感染の可能性をいち早く知ることができるなど、感染拡大防 

    止につながることが期待されるので、イベント参加前にインストールする 

など活用をお願いする。 



 （９）利用者の皆様へ 

   〇利用者は、マスクを着用し、「新しい生活様式」に基づく行動を徹底するほ

か、入退場時、休憩時間や待合時間を含め「三つの『密』の環境を避け、

その環境での交流を控えていただくことをお願いする。 

 （10）県外にお住いの皆様へ 

   〇本県で確認された感染者の感染経路は、多くが県外に由来することから、

帰省等をご検討されている、感染者が急増しているエリアにお住まいやお

勤めの方は、三重県の方針をふまえて慎重にご検討いただくようお願いす

る。 


